
＜進捗状況＞

児童生徒支援戦略

すべての学園生の成長を支える包摂的な支援体制を確立する。互いを認め合い、高め
合える環境を築いていく。

　将来的な奨学制度の方向性を意識しながら、2026年度、2027
年度の制度検討を進めた。2026年度には、多方面からの支援を実
施できるよう整理し、より多くの児童・生徒の学びを応援する制
度を新設した。
　教育センターと連携し、インクルーシブな視点に立った支援に
おける現状分析・課題を抽出。支援センター体制の構築に向けた
次年度以降のスケジュールを検討した。
クラブにおいては受益者負担の検討と決定、技術指導の外部委託
の推進、中高のクラブ合同化の検討・準備などが進んだ。
寮・下宿については、東西ともに女子寮の建設・増築と東京では
男子（栄光）寮の次年度からの外部委託を決定した。
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戦略項目

内容

年度 取り組み状況

2025年度

2026年度

2027年度

2028年度

2029年度

2030年度



達成度：A…100％　B…80％　C…60％　D…40％　E…20％　F…未達成
戦略項目

児童生徒支援戦略

2025年度 E 2029年度
2026年度 2030年度

2027年度
最終達成度

2028年度

項目

創立精神に基づく制度運用（人物成績優秀者と経済支援の両面）

年度達成度

2025年度 C 2029年度
2026年度 2030年度

2027年度
最終達成度

2028年度

項目

海外研修奨学金の制度化

年度達成度

2025年度 E 2029年度
2026年度 2030年度

2027年度
最終達成度

2028年度

項目

将来的な奨学制度の検討（卒業生団体連携、寄付金活用、多様な支援形態）

年度達成度

2025年度 E 2029年度
2026年度 2030年度

2027年度
最終達成度

2028年度

項目

教職員の役割と連携体制の明確化（外部専門機関との連携含む）

年度達成度

2025年度 E 2029年度

2026年度 2030年度

2027年度
最終達成度

2028年度

項目

多様性の尊重と理解促進（教職員の専門性向上と生徒間の相互理解）

年度達成度

2025年度 E 2029年度

2026年度 2030年度

2027年度
最終達成度

2028年度

項目

教育環境の整備検討（合理的配慮、施設整備、コミュニケーション支援等）

年度達成度

2025年度 E 2029年度

2026年度 2030年度

2027年度
最終達成度

2028年度

年度達成度（全体）



項目

クラブ　東西共通

年度達成度

2025年度 Ｃ 2029年度

2026年度 2030年度

2027年度
最終達成度

2028年度

項目

【東京】基本方針の策定

年度達成度

2025年度 Ｃ 2029年度

2026年度 2030年度

2027年度
最終達成度

2028年度

項目

【東京】外部委託推進（外部業者および委嘱コーチ）

年度達成度

2025年度 Ｃ 2029年度

2026年度 2030年度

2027年度
最終達成度

2028年度

項目

【東京】働き方・教員ニーズ掌握

年度達成度

2025年度 B 2029年度

2026年度 2030年度

2027年度
最終達成度

2028年度

項目

【関西】外部人材の導入

年度達成度

2025年度 B 2029年度

2026年度 2030年度

2027年度
最終達成度

2028年度

項目

【関西】廃部ルール

年度達成度

2025年度 A 2029年度

2026年度 2030年度

2027年度
最終達成度

2028年度



項目

【関西】部費の徴収検討

年度達成度

2025年度 B 2029年度

2026年度 2030年度

2027年度
最終達成度

2028年度

項目

【関西】アフタースクールの検討

年度達成度

2025年度 E 2029年度

2026年度 2030年度
2027年度

最終達成度
2028年度

項目

【東京】寮下宿

年度達成度

2025年度 B 2029年度
2026年度 2030年度
2027年度

最終達成度
2028年度

項目

【関西】今後の寮担体制検討

年度達成度

2025年度 B 2029年度

2026年度 2030年度
2027年度

最終達成度
2028年度

項目

【関西】今後の下宿担体制検討

年度達成度

2025年度 E 2029年度
2026年度 2030年度
2027年度

最終達成度
2028年度

項目

【関西】下宿生の学習環境整備

年度達成度

2025年度 E 2029年度

2026年度 2030年度
2027年度

最終達成度
2028年度


